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所在：港区金城ふ頭二丁目７番２

敷地面積：30,521.17 ㎡ 
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高さの基準は名古屋港基準面(Ｎ.Ｐ.)
事業用地及び周辺道路の高さ
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※排水方法は、原則、内径300㎜以下の管での指定排水桝への接続とすること
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凡　　例

※図中の位置は、現況を示すものであり、今後の道路改良及び乗入の設置等により、必要に応じて移設を行う

上水幹線

上水配水管

雨水等接続可能桝

ガス管（中圧Ｂ）

ガス管（低圧）

上水本管・ガス本管・雨水排水図
資料４－１
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凡　　例

電力柱

電力線（高圧線）

通信柱

通信線
※図中の位置は、現況を示すものであり、今後の道路改良及び乗入の設置等により、必要に応じて移設を行う

電気・通信図
資料４－２
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凡　　例

※図中の位置は、現況を示すものであり、今後の道路改良及び乗入の設置等により、必要に応じて移設を行う

消火栓

街路樹（敷地外周部のみ）

道路照明

資料５
周辺道路内施設
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道路照明分電盤移設位置

既存道路照明分電盤位置

存置施設範囲

凡　　例

既存道路照明分電盤

存置施設（植栽・像）範囲

資料６
事業用地内物件
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.１①）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.１②）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.１③）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.２①）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.２②）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.２③）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.３①）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.３②）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.３③）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.４①）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.４②）
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ボーリング柱状図（Ｎｏ.４③）
資料７ ５
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縮尺 H=1:1000 V=1:400 
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算出の考え方

年間すべての日について、施設毎の来台数を算出し、合算

＜参考＞

施設 レゴランド 商業施設 リニア鉄道館 国際展示場 合計

年総発生台数 約４１万台 約４２万台 約８万台 約２９万台 約１２０万台

滞在時間 ５時間 １．７５時間 ３時間 ３時間 －

年間 日来台数推計
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年間 日来台数分布

分布 日数 分布 日数 施設 台数

500台以下 13 6,001台以上6,500台以下 11 レゴランド 41万台

501台以上1,000台以下 45 6,501台以上7,000台以下 5 商業施設 42万台

1,001台以上1,500台以下 72 7,001台以上7,500台以下 5 リニア・鉄道館 8万台

1,501台以上2,000台以下 51 7,501台以上8,000台以下 3 国際展示場 29万台

2,001台以上2,500台以下 30 8,001台以上8,500台以下 9 計 120万台

2,501台以上3,000台以下 13 8,501台以上9,000台以下 7

3,001台以上3,500台以下 14 9,001台以上9,500台以下 3

3,501台以上4,000台以下 10 9,501台以上10,000台以下 2

4,001台以上4,500台以下 16 10,001台以上10,500台以下 2

4,501台以上5,000台以下 19 10,501台以上11,000台以下 4

5,001台以上5,500台以下 15 11,001台以上 7

5,501台以上6,000台以下 9 計 365

○施設別年間来台数分布○年間　日来台数分布
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日来台数(台)
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算出の考え方

年間すべての日について、施設毎に時間帯別入出庫台数を設定し、最大滞留台数を算出

＜参考＞

施設 レゴランド 商業施設 リニア鉄道館 国際展示場 合計

年総発生台数 約４１万台 約４２万台 約８万台 約２９万台 約１２０万台

滞在時間 ５時間 １．７５時間 ３時間 ３時間 －

年間 日最大滞留台数推計

日最大滞留台数 推計値

資料８－３
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平日 休日

500台以下 56 56 0

501台以上1,000台以下 115 111 4

1,001台以上1,500台以下 47 39 8

1,501台以上2,000台以下 36 23 13

2,001台以上2,500台以下 34 8 26

2,501台以上3,000台以下 32 1 31

3,001台以上3,500台以下 18 0 18

3,501台以上4,000台以下 9 1 8

4,001台以上4,500台以下 7 0 7

4,501台以上5,000台以下 4 0 4

5,001台以上 7 0 7

計 365 239 126

最大滞留台数 日数
内訳

年間 日最大滞留台数分布
滞留台数(台)
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※車両の来場・退場ルートについては、現在、関係機関と調整中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金城橋南 

交差点 

名古屋市金城ふ頭駐車場（仮称） 

金城橋南交差点 

汐止町交差点 

ロス通り北・南交差点 

入庫 

出庫 

物流 

高速道路料金所 

ランプ橋下を通過

金城ふ頭駐車場（仮称） 

西側・北側の歩道廃止 

ロス交差点の 

横断歩道（3箇所）の撤去 

金城ふ頭駐車場（仮称） 

一般道経由の来場車両は 

潮凪線へ誘導 

入庫 

出庫 

資料９－１

閉鎖

Ｎ

＜広域図＞ 

車両の来場・退場ルート 

＜金城ふ頭内（金城ふ頭駐車場（仮称）周辺）＞ 

高速道からの来場車両は 

ロス北通りを西に 

高速道からの来場ルート 



止まれ止まれ

集約駐車場集約駐車場
金城ふ頭駐車場（仮称）金城ふ頭駐車場（仮称）

入庫口（高速）及び出庫口（一般道）設置可能箇所

入庫口（一般道）
設置可能箇所

出
庫
口
(高

速
)

設
置
可
能
箇
所

緊急車両用入出庫口設置箇所
1車線

乗り入れ中心まで23.5ｍの位置に設置 

20ｍ 入庫口設置不可

55ｍ 入出庫口設置不可

11
5m
 出

庫
口
設
置
不
可

敷地使用不可（この付近で駐車場と歩行者用デッキ接続）

20ｍ※

8ｍ※

※図中茶色の部分の歩道は廃止予定

※周辺道路の改良については、現在、関係機関と調整中です。

閉鎖

周辺道路の改良計画及び入出庫口設置可能位置（全体）

※今後、歩行者用デッキの設計等に伴い、
　変更になる可能性があります。

名港中央 IC へ

名港中央 IC から高速道からの
入庫動線
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 敷地西側 入庫口設置可能位置及び形状の例 

 

○入庫口設置可能位置 ○入庫口の形状の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）図に示す入庫口の形状は例であり、これらいずれかの形状とすることを求めるものではないが、 

場内動線も含めて円滑な処理ができることに配慮した形状とすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

斜めにそのまま直進で引き込む Ｒを大きく取って引き込む 

外側半径Ｒ＝13ｍ 

2 車線で斜めに引き込む 

Ｒ ＝ 13ｍ  

20ｍ

20ｍ

入 庫 口 設 置 可 能 箇 所  

（ 一 般 道 ）  
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約 59ｍ

市 が 幅 2.75m の  

左 折 レ ー ン を 整 備



敷地北側 入出庫口設置例  

 

○形状の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・歩道（緑色部分）は廃止予定。 

・入庫口(高速道)は出庫口(一般道)より東側に設置すること。 

・ロス通り南交差点の手前で十分な滞留長を確保する必要があるため、可能な限りロス通り南交差点から距離を離した位置に設置すること。 

・図に示す入出庫口の形状は例であり、この形状とすることを求めるものではないが、場内動線も含めて円滑な処理ができることに配慮した形状とすること。 

 

出庫口(一般道) 入庫口(高速道) 

10ｍ以上 
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車両処理計画検討における入出庫台数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高速・一般道合計利用台数 

時間帯 入庫台数 出庫台数 滞留台数 入出庫合計

9 2,256 0 2,256 2,256

10 2,004 107 4,153 2,111

11 1,258 786 4,625 2,044

12 1,313 1,331 4,607 2,644

13 1,565 1,836 4,336 3,401

14 1,163 2,130 3,369 3,293

15 651 1,464 2,556 2,115

16 276 1,597 1,235 1,873

17 115 725 625 840

18 89 574 140 663

19 45 134 51 179

20 17 68 0 85

21 0 0 0 0

22 0 0 0 0

合計 10,752 10,752   21,504

高速道路利用台数 

時間帯 入庫台数 出庫台数 滞留台数 入出庫合計 

9 1,309 0 1,309 1,309

10 1,134 60 2,383 1,194

11 699 454 2,628 1,153

12 723 760 2,591 1,483

13 856 1,045 2,402 1,901

14 593 1,173 1,822 1,766

15 299 818 1,303 1,117

16 109 844 568 953

17 34 324 278 358

18 27 267 38 294

19 13 40 11 53

20 5 16 0 21

21 0 0 0 0

22 0 0 0 0

合計 5,801 5,801   11,602

一般道路利用台数 

時間帯 入庫台数 出庫台数 滞留台数 入出庫合計 

9 947 0 947 947

10 870 47 1,770 917

11 559 332 1,997 891

12 590 571 2,016 1,161

13 709 791 1,934 1,500

14 570 957 1,547 1,527

15 352 646 1,253 998

16 167 753 667 920

17 81 401 347 482

18 62 307 102 369

19 32 94 40 126

20 12 52 0 64

21 0 0 0 0

22 0 0 0 0

合計 4,951 4,951   9,902
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 歩行者動線計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜凡  例＞ 

デッキ（市） 

歩道橋（名古屋港管理組合）

   デッキ（民間） 

   地上通路 
0 100 500ｍ 

Ｎ 

 

 

国際展示場

商業施設

リニア 

・鉄道館

あおなみ線

金城ふ頭駅

伊勢湾岸道路

名港中央ＩＣ

国際展示場 

新第 1 展示館

ホテル

レゴランド

 拡張予定地

レゴランド

金城ふ頭駐車場

（仮称） 

レゴランドホテル

商
業
施
設
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現況の土地利用 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100m 200m 300m 400m 500m

⑦

⑥

⑪ 

あおなみ線

金城ふ頭駅

伊勢湾岸道路 

名港中央ＩＣ 

⑩ 

①

⑤②
④

⑨

⑧
③

＜凡  例＞ 

①モータープール 

②国際展示場駐車場 

③国際展示場 

④モータープール 

⑤金城ふ頭中央緑地 

⑥フットサル競技場 

⑦商業施設 

⑧結婚式場 

⑨駅前広場 

⑩リニア・鉄道館 

⑪駐車場 
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名古屋市金城ふ頭駐車場（仮称）着工時点の土地利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

100m 200m 300m 400m 500m

②

①

あおなみ線

金城ふ頭駅

伊勢湾岸道路 

名港中央ＩＣ 

⑧ 

⑥

④

⑨ 
③

⑤ 

＜凡  例＞ 
①国際展示場 
②フットサル競技場 
③商業施設 
④仮駐車場 
⑤モータープール 
⑥結婚式場 
⑦駅前広場 
⑧リニア・鉄道館 
⑨モータープール 

⑦
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名古屋市金城ふ頭駐車場（仮称）供用開始時点の土地利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

100m 200m 300m 400m 500m

④

③

②

あおなみ線

金城ふ頭駅

伊勢湾岸道路 

名港中央ＩＣ 

⑪ 

⑨

⑦

⑤

⑫ 
①

⑥

⑧ 

＜凡  例＞ 
①レゴランド 
②国際展示場 
③商業施設 
④フットサル競技場 
⑤金城ふ頭駐車場（仮称） 
⑥商業施設 
⑦仮駐車場 
⑧モータープール 
⑨結婚式場 
⑩駅前広場 
⑪リニア・鉄道館 
⑫モータープール 

⑩
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㋐

㋑

㋒

㋓ ㋔

㋐―㋑―㋒

㋓―㋔

は道路境界及びその延長

は筆界及びその延長

交流拠点地区

集約駐車場地区

凡　　例
地区計画区域及び
地区整備計画区域

地区の細区分表示

集約駐車場地区

交流拠点地区

0 200m 400m N

縮尺：１／２，５００

計 画 図
（金城ふ頭地区計画）



＜参考＞ふ頭内の一部の敷地（名古屋市国際展示場第一展示館）での土壌調査結果 

 

 

 

 平成２０年６月３日に公表された主な内容 

 

名古屋市国際展示場第 1 展示館改築の基本設計にあたり、土壌調査を実施したと

ころ、敷地内から土壌汚染等処理基準を超える砒素とふっ素が検出されました。 

 

１ 検出箇所    名古屋市国際展示場 

 

２ 調査結果 

調査方法 物質 
基準を超えた

濃度 

基準に対する

倍率 

土壌汚染等 

処理基準 

基準倍数 

／調査数 

土壌溶出量 

調査 

砒素及び 

その化合物 

0.012 ㎎/L 

～0.048 ㎎/L

1.2 倍 

～4.8 倍 
0.01㎎/L以下 ３／３ 

ふっ素及び 

その化合物 

0.91 ㎎/L 

～1.1 ㎎/L 

1.1 倍 

～1.4 倍 
0.8 ㎎/L 以下 ２／３ 

※砒素、ふっ素の土壌含有量については、基準を下回っていました。 

 また、その他の特定有害物質については、土壌溶出量・土壌含有量等、全ての

基準を下回っていました。 

 

３ 汚染原因 

  当該土地は、浚渫土による埋め立て後、現在の国際展示場以外に利用していな

いこと、また、海底には基準を超える砒素及びふっ素が含まれている場合がある

ことから、浚渫土が原因である可能性が考えられます。 
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使用料の考え方 

 

(1) 土地の使用に係る使用料の月額は、当該土地の適正な評価額に 1,000 分の 3

を乗じて得た額を下らない額 

(2) 建物の一部の使用に係る使用料の月額は、次に規定する額を合計して得た額 

 ア 当該建物の適正な評価額に当該建物の延べ面積に対する使用面積の割合を

乗じて得た額に、1,000 分の 4 を乗じて得た額を下らない額 

 イ 当該建物の使用に必要な土地の適正な評価額に当該建物の延べ面積に対す

る使用面積の割合を乗じて得た額に、1,000 分の 3 を乗じて得た額を下ら

ない額 

(3) 次に掲げる用途で設置する場合の行政財産の目的外使用料は、平成 26 年 4

月現在で、次のとおり定められている。（今後、改正される場合がある。） 

 

用途 行政財産の目的外使用料 

公衆電話機 月額 450 円（1 台） 

自動販売機（建物内設置） 月額 900 円（1 台） 

自動販売機（建物外設置） 月額 400 円（1 台） 

 

※「適正な評価額」とは、名古屋市公有財産規則第 53 条第 1 項の規定に基づき、

3 年ごとに 3 月末日の現況において総合評価を行った額である。当該総合評価額

は、総合評価の基準日（3 月末日）の属する年度の翌々年度から次回総合評価の

基準日（3 月末日）の属する年度の翌年度末までの貸付料の算定について適用す

る。ただし、総合評価額について、前回の総合評価額と著しい変動がある場合は、

総合評価額を調整することがある。なお、基準日（3 月末日）の翌日以降に市が

取得する建物に係る適正な評価額については、建物の建築に要した費用の額をも

って適正な評価額とする。 
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